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人口12万5051人（男６万1773人、女６万3278人）世帯数６万1574世帯
転入367人　転出407人　出生61人　死亡91人

（28年８月１日現在　転入・出などは28年７月中の数字）

■８月30日～９月５日は防災週間 2
■２つの給付金申請受付を開始 3
■市立小学校の就学前健康診断 4
■29年度市立幼稚園児を募集 7
■第３回生涯学習フェスティバル 10

――市長になろうと思われたき
っかけ、理由をお聞かせください
　もともとは、政治家になりた
かったというよりは、政策スタ
ッフや政治のサポート側になり
たかったんです。
　平成11年に門真市議会議員と
なり市政に係わっていく中で、
最終的な市の政策実現は、市長
にならないとできないと、感じ
るようになりました。

――宮本市長は、門真市のご出
身ということですが、市内での子
どもの頃の思い出はありますか
　私は、元町で育ちました。近
所の門真神社でよく遊びました
ね。小学校の高学年のころに
は、門真神社のお祭りで披露す
る、獅子舞の横笛を練習してい
ました。

　そのころの子ども会活動で、
昭和57年７月に起こった長崎大
水害の募金活動を、京阪門真市
駅と西三荘駅で行いました。そ
の時の思いなどを作文に書き、

子ども会のコンクールで表彰さ
れたのが印象に残っています。

――新市長に就任されて、これ
からどのように市政運営を進め
られるのでしょうか
　自分自身がこれまで考えてき
たことを、しっかり議論を積み
上げて、一つひとつ形にしてい
きたいですね。
　地方自治体というものは、得
てして政治的な動きの中で翻弄
されてしまうものですが、当た
り前のことを当たり前に積み重
ねていけば、もっとみんな気持
ちよく行政の仕事がまわせるの
ではないかと考えています。

――今後の新しいまちづくりに
ついて、お聞かせください
　都市ではあるけれども、人と
人との距離が近く、温もりがあ
る門真のいいところは残してい
きたいですね。
　活発でワクワク感のあるまち
になれば、若い世代・子育て中
の人も集まってくるでしょう
し、利便性の良いまちであれ
ば、お年寄りも安心して暮らせ
ると思います。
　まちをしっかり活気づけて、
人のエネルギーが感じられるま
ちにしていきたいです。

――ありがとうございました。
最後に市民の皆さんにメッセー
ジをお願いします
　私ひとりの力では、これから
のまちづくりや政策の実現は難
しいと思っています。
　議員や職員の皆さんはもちろ
んのこと、市民の皆さんお一人
おひとりも、門真市を活気づけ
よう、元気にしていこうという
思いをひとつにして、これから
の新しい門真市をつくっていき
ましょう。よろしくおねがいい
たします。

再生の風を わがまち・門真に
　７月24日に投開票された門真市
長選挙で、宮本一孝市長が新市長
に就任され、７月25日午後１時、
市民や支持者、市議会議員、市職
員など多数が出迎える中、笑顔で
初登庁されました。
　「門真のまちの再生」を掲げて
市長に選ばれた宮本一孝新市長
に、その思いをお伺いしました。
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本一孝市長のプロフィール
生年月日　昭和45年８月６日
出身地　　大阪府門真市
経歴など　平成11年３月　関西大学経済学部卒業
　　　　　平成11年５月　門真市議会議員
　　　　　平成19年４月　大阪府議会議員
趣味　　　読書、落語
座右の銘　花の咲かない冬の日は、下へ下へ根を下ろそう

市庁舎前で多くの市民の出迎えを受ける市長
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